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キッズISOプログラム

家族みんなで取り組むエコ生活
　市では、環境教育の一環で毎年小学５年生を対象に夏休み期間を利用して「キッズＩＳ
Ｏプログラム」を実施しています。これは、児童が家族のリーダーとして環境やエコにつ
いて考え、電気・水道・ガスの節約やゴミの減量化等にチャレンジするものです。
　今回は韮崎北東小学校６年生の石原萌加さんとお母さんに、昨年チャレンジした感想を
伺いました。

Ｑ．どんな取り組みをしましたか？
　電気については、テレビを見ない時は消したり、部
屋の明かりをこまめに消すようにしました。水道に
ついては、歯磨きの時やお風呂でシャワーを使う時
には流しっぱなしにしないように心がけました。ゴ
ミの減量については、食べ物を残さないようにした
り、段ボールを収納箱に再利用しました。また、買い
物をする際にはマイバックを持ち歩くようにして、
お店からレジ袋をもらわないようにしました。

Ｑ．チャレンジして苦労した点は？
　今までの生活でエコについて興味を持ったり、考
えてきていなかったから、エコに取り組む癖を身に
着けるまでが大変でした。
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年度 ごみの
排出量（ｔ）

1人1日あたりの
ごみ排出量（ｇ）

資源物の
収集量（ｔ）

24 6192.62 535.56 978.70

25 6163.03 538.73 924.81

26 6210.33 548.17 858.75

27 6221.48 554.28 788.72

28 6072.14 547.16 737.81

　今年も例年同様、猛暑にな
ることが予想されます。熱中
症を正しく理解し、早めの対
策、予防に努めましょう！！

■予防するには
　・こまめな水分補給
　・扇風機、エアコンなどを
　　活用した室温調節
　・日傘、帽子、通気性の良
　　い衣服の着用
　・炎天下で長時間の活動を
　　避ける
■問い合わせ
　保健課	健康増進担当
　☎ 23ｰ4310

Ｑ．チャレンジして意識の変化はありましたか？
　ＩＳＯに挑戦するまではエコについて意識していなかっ
たけれど、挑戦してからはエコについて普段の生活の中で
も意識するようになりました。

Ｑ．お母さんに質問、協力してみて感じたことは？
　親子で毎日取り組むことはなかなか難しいことでした
が、結果が数字で示されるので良かったです。

Ｑ．今年チャレンジする５年生にアドバイスを！
　自分が考えたエコ作戦を実践すれば結果はしっかり出て
くるので、挑戦し続けてもらいたいです。

油断しないで
熱中症‼

小さな努力をコツコツと！


